
　　　　　　【注意】動作の支障となる場合があるため、弊社Wordアドインと他のマクロは併用しないことをお勧め致します。

１．チェック開始は「一括実行」をクリックします。　→ （各ページには、【書類名】特許請求の範囲、【書類名】明細書の表記が必要)

２．いくつか”確認画面”が表示されますので、”OK”や”実行”をクリックして進みます。

３．請求項３６条違反チェック。

　　　　　　　　明細書+請求項36条違反等チェック

チェッカー版

typeC
FREE ダイヤル ０１２０－５１－９１７１Word add-in 式

クリック

② 要チェック箇所があれば、
赤色ハイライトします。

③ 赤色ハイライトと共に警告
メッセージを表示するので
クリックして確認します。

⑤ 請求項語句で実施形態に出現の無い語句
を赤色ハイライトするので、右クリックして、
請求項を確認し、サポート等確認します。

クリック

① デフォルトはツリーを

表示します。

書式チェックも同時に行なう

場合はクリック！

（詳細は次ページ５．を参照）

④ クリック

クリック

Word上で修正しながら

「再表示」をクリックして

再チェックを行います。



４．符号名称チェック。

５．書式チェック（Word機能の「隠し文字」や「フィールドコード」等の消し忘れを警告します）

　　　（上段２．の書式チェックを「実行」した場合、下記のチェック結果が表示されます）

③ 誤記と思われる箇所は、色を変えて
ハイライトしますのでチェックします。

② 右クリックで赤符号の全ての箇所を
表示できるのでチェックします。

① クリック

それぞれのメッセージを確認し、

クリックしてチェックします。

赤文字：符号の重複

青文字：名称の重複

⑤ 「再表示」をクリックして再チェックした後、
修正した符号・名称を、【符号の説明】へ
転記することができます。

Word上で修正しながら

「再表示」をクリックして

再チェックを行います。

④ クリック



１．Wordで作成した手続補正書を開きます。　→ （Wordで作成した本願もご用意ください)

２．チェック開始は「補正書」をクリックします。　

３．1回目の拒絶であれば、Wordで作成された本願fileを指定し、「OK」をクリックします。　

４．手続補正書と本願を比較した結果をコメント方式にて表示します。　

　        アイビーリサーチ株式会社      お問合せはこちらまで  　TEL  ０１２０－５１－９１７１　　　info@ibr.co.jp　　　https://www.ibr.co.jp

補正書チェック

② クリック

① クリック

③ クリック

④ クリック

比較のために本願File

を表示しています。

新規事項（キーワード）がある場合、コメント方式で表示します。

コメント上にカーソルを重ねると、該当箇所をハイライトします。

2回目の拒絶であれば、本願と1回目

の補正書を選択すれば、その両方を

対象としてチェックできます。


